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法の歴史についてお話をさせていただきます｡ 法の歴史を学ぶということは､ 現代とは
違った社会において現代の ｢法｣ にあたるものがあるのか､ あるとしてそれはどのような
ものか､ といったようなことを研究することによって､ これとの比較で現代の法を理解す
ることを目指しています｡ 本日は､ 『聖書』 と 『論語』 を例にとって､ この試みを行ない
たいと思います｡
まずは 『聖書』 の例から始めたいと思います｡ 取り上げますのは､ 『マタイによる福音
書』 5 章 38 39 節 ｢あなたがたも聞いているとおり, 『目には目を, 歯には歯を』 と命じ
られている. しかし, わたしは言っておく. 悪人に手向かってはならない. だれかがあな
たの右の頬を打つなら, 左の頬をも向けなさい｣ です｡ いわゆる ｢山上の説教｣ の一つと
して誰でも知っているイエスの教えです｡ これを取り上げて､ ここでは ｢法｣ は何なのか
考えてみたいと思います｡             
最初に､ ｢右の頬を打った｣ 場合に現行法ではどうなるか見ておきます｡ 打った者と打
たれた者の関係で見ますと､ 打った者は故意で他人の身体に物理的打撃を与えたわけです
から､ 他人の権利を侵害したことになり､ これによって生じた損害を賠償しなければなり
ません (民法 709 条)｡ 打たれたことによって傷ついた場合には､ その治療費などを損害
賠償請求できますし､ 傷ついていないとしても精神的にショックを受けたということで慰
謝料を請求できることになります (民法 710 条)｡ また､ 刑法では ｢右の頬を打った｣ 行
為は暴行罪 (刑法 208 条) に当たり､ 2 年以下の懲役もしくは 30 万円以下の罰金または
拘留もしくは科料の刑罰を受けることになります｡ また､ 頬を打ったことによって傷つけ
た場合には傷害罪 (刑法 204 条) となり､ 15 年以下の懲役または 50 万円以下の罰金とい







すでに紹介したようにイエスは､ ｢あなたがたも聞いているとおり, 『目には目を, 歯に
は歯を』 と命じられている｣ といっています｡ ｢命じられている｣ と言いますが､ だれが
命じているのでしょうか｡ 一般に ｢山上の説教｣ では､ まずユダヤ教の教え― ｢律法｣ と
言いますが―を持ち出して､ それでは不十分だと言ってイエス自身の教えを説きます｡
｢目には目を､ 歯には歯を｣ もユダヤ教の律法であり､ 『旧約聖書』 の中で､ たとえば 『出
エジプト記』 21 章 23 節ほか複数の箇所に出てきます｡
では､ これは何を命じているのでしょうか｡ ｢目をやられたら目をやり返せ｣ というこ
とを命じているのでしょうか｡ たしかに報復ということは重要です｡ 他人に害を加えたの
に何も制裁を受けないとしたら､ 加害はやり得になります｡ 加害した者が制裁を受けるこ
とは､ 加害を抑制するためにも必要なことです｡ 先ほど見た民法が損害賠償を規定し､ 刑
法が刑罰を規定しているのはこの制裁です｡
では､ ｢目には目を｣ で目をやり返す (報復する) のは誰でしょうか｡ イエスは ｢目に
は目を｣ ではなく､ ｢だれかがあなたの右の頬を打つなら, 左の頬をも向けなさい｣ と教
えているのですから､ ｢目には目を｣ で報復をする (目をやり返す) のも目をやられた被
害者本人と理解していますが､ 一般的にもそう理解されています｡ ｢目には目を｣ で命じ
られているのは被害者本人ということになります｡ そうすると､ この命令は被害者に対し




た ｢倍返し｣ という言葉を思い出せば､ 報復とか復讐といったものは､ 命じなくとも勝手
に行うものなのでしょう｡ ですから､ ｢目には目を｣ は ｢やられたらやり返せ｣ という命
令ではないようです｡
｢倍返し｣ という言葉が出てきましたから､ ここからもう一度考え直しましょう｡ ｢や
られたらやり返す｣ というのが命令されずとも行なわれます｡ それどころか､ やり返すと
きにはやられたこと以上のことをやるというのも非常によくあることです｡ それは､ 加害
を抑制する上でも有効です｡ 加害以上の被害が返ってくるのがわかっていれば､ 加害を控
えることになるからです｡ しかし､ 加害以上の被害 (報復) が返ってきたときに､ 報復を
受けた側はどうするでしょうか｡ おとなしく引き下がるかもしれません｡ しかし､ ｢自分    
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連鎖してはならないとすると､ 1 回は認める､ しかしそれで終わりにしなければなりませ
ん｡ そのための手法が､ 報復は認める､ しかしそれは被害の限度内で抑えるということで
す｡ 加害者からすれば､ 加害と同じ加害が返ってくるならそれは我慢して受け入れ､ それ
に再報復してはならないということになります｡ これをローマ法の用語を用いて通常 ｢同
害報復     ｣ と言います｡ ですから､ ｢目には目を｣ は ｢目をやられたら目をやり返し





すから､ ｢目には目を｣ の意図は力の行使をコントロールすることです｡ 力の行使がコン




ることだってあります｡ 前者は､ たとえば､ どうにも避けようがないことから他人を傷つ
けてしまった場合､ あるいは､ ちょっとした不注意から傷つけてしまった場合です｡ この
場合に同害報復が行われるなら､ これを受けた側は憤慨して再報復することだってあり得






先ほど ｢目には目を｣ が言及されている箇所として挙げた 『出エジプト記』 21 章 23 節
の少し前の 21 章 12 節から 14 節に次のような言葉があります｡




ここで､ ｢死刑に処せられる｣ とか､ あるいは､ ｢処刑する｣ と書いてありますから､ 現
在の国家による刑罰を思い起こさせますが､ それは少し訳しすぎで､ より中立的に ｢死な









ために､ 定められた場所に逃げます｡ この場所では報復はできません｡ このような場所を
『申命記』 19 章では ｢逃れの町｣ として､ 具体的な定めがありますが､ 研究者はアジール





のもとからでも連れ出して, 処刑することができる｣ です｡ あなた＝モーセは､ 故意に殺
したのかどうかを調べて､ これを確認できた場合には祭壇に掴まっている者であっても､
彼をそこから引きはがして､ 報復者に引き渡すことになります｡ 『申命記』 19 章 11 節も､    
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｢もしある者が隣人を憎み, 待ち伏せして襲いかかって打ち殺し, これらの町の一つに逃
れたならば, その犯人を出した町の長老たちは, 人を遣わして捕え, 復讐する者の手に引
き渡して殺させねばならない｣ と規定しています｡ ここでは､ 復讐を望む者が逃れた者の
町の長老たちに訴えて､ 長老たちが故意に殺したのかどうかを調べたうえで､ 故意の殺人





以上は､ 加害に対する報復を中心に考察してきました｡ ここでは､ 加害者と被害者ある
いは被害者側との関係が問題になっていました｡ これは､ 現行法でいえば民法に近いもの
です｡ 実際､ 報復を認められても､ それを避けるために加害者が被害者に何らかの供与を
して赦してもらう､ 和解するという可能性がありました｡ これを贖罪と言い､ 供与する物









うか｡ 刑法にあたるものは､ 『旧約聖書』 の世界にはあったのでしょうか｡
『申命記』 17 章には以下のように書かれています｡ ｢あなたの神, 主が与えられるどこ
かの町で｣, ｢あなたの神, 主が悪と見なされることを行なって, 契約を破り, 他の神々に
仕え, その神々や太陽, 月, 天の万象などわたしが命じたことのないものにひれ伏す者が
いるならば｣, ｢その男ないし女を石で打ちなさい｣. ｢処刑はまず証人が手を下し, 次に民






処をするかわかりません｡ 町全体に禍いをもたらすかも知れない｡ そうなれば､ 町の民全
員が被害を受けます｡ だからこそ､ 民全員が報復することができるのです｡ あるいは､ 特
定の者だけで ｢石打ち｣ をした場合､ その者に対する報復を呼び起こしかねない｡ だから




市民は誰でも訴えることができました｡ そして､ 有罪か無罪かを判断するのは､ 本来は市
民全体､ それが機能的に不可能になったとき､ 市民全体 (民会) が定める法律によって設
立・構成される陪審法廷でありました｡ 刑罰は市民の頭数から除くこと､ 市民として特に
政治の場で活動できないようにすることでした｡ そのためには､ 死刑にすることが手っ取








最後に､ 以上の考察を踏まえて ｢目には目を｣ の律法を完成するイエスの説教を眺めて
みましょう｡ ｢目には目を｣ は､ 加害を抑えるために､ そして加害を抑えるための報復が
連鎖しないように､ 実力行使をコントロールすることを目指しました｡ イエスはこれに対
して､ 本当に実力行使をコントロールできるのか､ 結局実力行使を認める限りは常に暴力














ずに､ あいつは加害したといって､ 程度も決めることなく報復するのでしょうか｡ 付記 参考文献は特にあげません｡ 『聖書』 については､ 基本的に現在広く使われている新共
同訳を使いました｡ しかし､ 聖書における法的な問題を考える上では､ 文語聖書もなかなか捨
てがたいものがあります｡ また､ 分冊で出版され､ 注も豊富な聖書として､ プロテスタントの
研究者による岩波書店版､ およびカトリックのフランチェスコ会訳 (中央出版社) があり､ 共
に参考にしました｡  ：小川先生､ ありがとうございました｡ 引き続きまして､ 鈴木先生にご講演をお願い
いたします｡
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